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婚5
【緒言】
シナプス形成の場となる細胞体および樹状突起、特にニューロンの全表面積の大半を占め複雑な空間的配列をなす
樹状突起の形態を定量化し理解することは、神経の統合機構を解明するために重要であるo そこで本研究では、 1 ) 
開口筋運動ニューロンと閉口筋運動ニューロンの樹状突起形態を三次元的に分析し、両ニューロンの差異を明らかに
すること、 2 )両ニューロンの樹状突起形態を定量的に分析し、その空間的配列の法則を決定すること、 3 )スライ
ス標本を用いた今後の研究に有益な情報を与えることを目的とした。
【研究方法】
本研究では、我々の教室のこれまでの研究 (Shigenaga et al.，l988等)で標識されたネコの運動ニューロンから、
岐筋 ι運動ニューロン 4 個と側頭筋 α ー運動ニューロン 3 個、関口筋運動ニューロン 4 個、唆筋 γ ー運動ニューロン
1 個を選択し分析した。
細胞体ー樹状突起の三次元的再構築には Neurolucida を用いた。細胞体の直径と表面積および樹状突起形態の計測
値(幹樹状突起の本数と直径、樹状突起の分岐点の数、終止数、終止までの経路長、最長の経路長、総樹状突起長、
表面積、体積等)を樹状突起毎およびニューロン毎に測定した。これらの計測値聞の関連も調べた。樹状突起の経路
長分析も行った。
【結果】
樹状突起形態の三次元解析
閉口筋 αー運動ニューロンは、樹状突起の横断面への投影像の形状から I 型と E型に分けられ、両型ともに、樹状
突起の大部分は三文神経運動核背外側亜核 (Vmo.dD 内に留まるが、遠位樹状突起のいくつかは網様体に進入したo
しかし運動核腹内側亜核 (Vmo.vm) 内には伸びなかったo 閉口筋 y-運動ニューロンは、関口筋および開口筋 α ，運
動ニューロンと比べ、細くて長い一次樹状突起を持ち、樹状突起はより単純な分岐様式を示した。以上より、閉口筋
運動ニューロンの大半の樹状突起は、その細胞体の位置に拘わらず Vmo.dl 内に留まることが三次元解析で明らかと
なった。
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関口筋 α-運動ニューロンは L、ずれもよく似た樹状突起全形を持ち、外側から圧平された瓢箪形を示したD 網様体
に進入する樹状突起遠位部も認められたが、 Vmo.dl には進入しなかったO
以上より、開口筋 α ー運動ニューロンの樹状突起では Vmo.vm の周囲の網様体に進入するものも存在し、その網様
体に進入する程度は閉口筋運動ニューロンより高かった。また、樹状突起近位部における分岐点は、閉口筋 α-運動
ニューロンよりも関口筋 α-運動ニューロンの方が多かったO
細胞体-樹状突起形態の運動ニューロン毎の定量的分析
樹状突起の表面積は運動ニューロンの全表面積の98%を占めた。計測値のうち、幹樹状突起の数と直径の合計、樹
状突起の分岐点の数、終止数、総樹状突起長は、開口筋 αー運動ニューロンの方が閉口筋 αー運動ニューロンよりも高
い値を示したが、それ以外は低い値を示した。しかし、両ニューロン聞に差はなかったo
閉口筋，-運動ニューロンは、樹状突起の最長の経路長が α-運動ニューロンより長いことを除き、細胞体ー樹状突
起の計測値は αー運動ニューロンより小さな値を示したO
樹状突起形態毎の定量的分析
開口筋 α ー運動ニューロンは、閉口筋 α-運動ニューロンと比べ、樹状突起当たりの幹樹状突起の直径、樹状突起の
終止までの経路長、最長の経路長、表面積、体積は有意に小さかったが、終止数と総樹状突起長は両者に差はなかっ
たo 閉口筋 γ-運動ニューロンの幹樹状突起の直径と樹状突起の表面積と体積は α-運動ニューロンよりも有意に小さ
く、また最長の経路長は閉口筋 αー運動ニューロンよりも有意に短かった。
樹状突起の経路長分析
経路長分析で樹状突起の近位部に存在する樹状突起の分岐点の数と終止数、表面積、体積は、関口筋 αー運動ニュー
ロンの方が閉口筋 αー運動ニューロンよりも高い値を示したが、この傾向は遠位部では逆となった。
関口筋 γ ー運動ニューロンの樹状突起の分岐点の数と終止数は、 αー運動ニューロンとは異なり経路長が7ち仏800μm
の部位を頂点とする分布を示した。また表面積と体積は、樹状突起の全長にわたって α-運動ニューロンよりも小さ
な値を示したo
樹状突起の計測値聞の相関
閉口筋および関口筋 α-運動ニューロンの幹樹状突起の直径と、樹状突起の終止数、総樹状突起長、表面積、体積
との聞には有意な正の相関が認められた。また、これらの相関より得られた回帰直線は、閉口筋 α-運動ニューロン
と開口筋 α-運動ニューロンとでは差はなかった。
【結論】
三叉神経運動ニューロンの樹状突起の形態は、樹状突起の全形に拘わらず幹樹状突起の直径に左右されること、ま
た閉口筋および関口筋 αー運動ニューロンの樹状突起形態の計測値は、樹状突起毎の値には違いがあるものの、ニュー
ロン毎の値には差がないことが初めて明らかになった。
論文審査の結果の要旨
本研究は、 HRP で標識した閉口筋 α 『運動ニューロンと閉口筋， -運動ニューロン、開口筋 α ー運動ニューロンの樹
状突起を、三次元解析システムを用いて定量的に解析したものである。その結果、樹状突起の分岐様式を表す要素、
すなわち樹状突起の終止数、総樹状突起長、樹状突起表面積及び体積は、幹樹状突起の直径と正の相関を有すること
が明らかとなった。また樹状突起の分岐様式を表す各要素の平均値は閉口筋と関口筋 αー運動ニューロン間で有意差
がなかった。
以上の結果は、岨鴫運動を司る運動ニューロンに対するシナプスの分布様態を分析するための基礎を確立したもの
であり、本研究者は博士(学術)の学位を授与するに値する。
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